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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、c-Mycタンパク質による刺激に基づいて同定されました。c-Mycは、細胞増殖、分化、およびアポトーシスの調節に関与する転写因子です。この遺伝子の正確な機能は不明ですが、ラットを用いた研究では、細胞増殖およびc-Mycを介した形質転換に関与することが示唆されています。異なるタンパク質をコードする2つの代替転写産物が報告されています。[RefSeq提供、2008年7月],注意：ここに示す配列はEnsembl自動解析パイプラインから得られたものであり、予備的なデータとして考慮する必要があります。,機能：細胞増殖およびc-Mycを介した形質転換において役割を果たす可能性があります。,組織特異性：c-Mycを過剰発現するリンパ球系細胞で発現が上昇します。,
	研究分野
	その他の抗体；細胞生物学；細胞周期；細胞分裂；その他の細胞分裂抗体
	画像データ
	

	RCL抗体を用いたJurkat細胞およびK562細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	RCL 抗体を使用した 293 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	RCLポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

